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こ
の
た
び
、
３
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た

日
本
健
康
心
理
学
会
代
議
員
（
社
員
）
総

会
に
て
理
事
に
、
引
き
続
く
理
事
会
に
お

い
て
理
事
長
（
代
表
理
事
）
に
選
出
さ
れ
、

同
日
就
任
い
た
し
ま
し
た
（
任
期
：
平
成

24
年
３
月
─
平
成
25
年
６
月
）。
就
任
に

あ
た
り
、
新
理
事
長
と
し
て
の
抱
負
を
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
簡
単
に
自
己
紹
介
を
し
ま
す
と
、

私
は
社
会
心
理
学
分
野
か
ら
健
康
心
理
学

に
関
心
を
抱
い
た
人
間
で
す
。医
学
部（
教

養
・
基
礎
）
勤
務
時
代
に
、
社
会
心
理
学

の
知
見
・
研
究
法
を
健
康
や
疾
病
予
防
に

適
用
で
き
な
い
か
と
考
え
、
１
９
８
０
年

代
後
半
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
ス
ト

レ
ス
緩
和
効
果
の
実
験
研
究
を
始
め
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
以
後
、
ス
ト
レ
ス

と
健
康
の
関
連
研
究
、
支
援
介
入
研
究
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
最
近
は
大
学
運
営
に

か
か
わ
り
研
究
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
お
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
縁
あ
っ
て
本
学
会
運
営
に

携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
１
９
７
８
年
に
ア
メ
リ
カ
心
理

学
会
に
健
康
心
理
学
部
会
（
第
38
部
会
）

が
設
置
さ
れ
、
わ
が
国
で
は
10
年
後
の
１

９
８
８
年
に
日
本
健
康
心
理
学
会
が
創
立

さ
れ
、
本
年
は
ち
ょ
う
ど
25
周
年
の
節
目

と
な
り
ま
す
（
２
０
１
２
年
３
月
現
在
の

会
員
数
は
２
６
５
４
名
）。

　

本
年
９
月
に
東
京
家
政
大
学
で
開
催
さ

れ
る
第
25
回
大
会
の
統
一
テ
ー
マ
に
「
こ

れ
か
ら
の
健
康
心
理
学
」
を
掲
げ
、
今
後

の
健
康
心
理
学
の
将
来
を
見
据
え
る
こ
と

は
、
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
立
場
を
変
え
、
法
人
組
織
の

代
表
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
「
健
康
心

理
学
会
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
将
来
に

向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
と
そ
の
実
現

に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
現
状

の
課
題
を
直
視
し
、
改
善
・
改
革
へ
の
一

歩
を
進
め
る
つ
も
り
で
す
。
会
員
の
皆
様

と
と
も
に
、
学
会
に
新
し
い
風
を
吹
き
込

む
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅰ�　

健
康
心
理
学
の
学
問
的
発
展
を
促
進

す
る

　

１
研
究
活
動
の
活
性
化

　
　

・�

研
究
大
会
の
発
表
件
数
の
向
上

　
　

・�

会
員
の
自
主
的
な
研
究
グ
ル
ー
プ

の
推
進
と
支
援

　
　

・
隣
接
領
域
と
の
共
同
研
究
の
推
進

　

２�

学
会
誌
『
健
康
心
理
学
研
究
』
の
魅

力
・
評
価
を
高
め
る

　
　

・�

審
査
制
度
の
改
善
（
電
子
化
に
よ

る
審
査
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
審

査
過
程
の
見
え
る
化
な
ど
）��

　
　

・�

学
会
誌
へ
の
投
稿
数
の
増
加
と
質

向
上
を
図
る

　
　

・�

基
礎
・
応
用
研
究
と
実
践
研
究
の

好
循
環
を
促
す
論
文
掲
載
、
特
に

実
践
研
究
の
啓
発

Ⅱ　

開
か
れ
た
学
会
運
営
を
目
指
す

　

１
理
事
執
行
体
制
の
実
質
化
、
活
性
化

　

２
公
明
な
事
務
局
体
制

　

３�

会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
充
実
（
Ｈ
Ｐ
の
充
実
、
電
子
メ

ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
）

Ⅲ�　

健
康
心
理
士
実
践
活
動
の
支
援
、
資

格
向
上

　

１�

健
康
心
理
士
の
実
践
的
な
技
術
向
上

を
図
る
。
養
成
、
試
験
、
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
見
直
し

　

２�

医
療･

保
健
領
域
な
ど
実
践
的
組
織

と
の
連
携
を
行
い
実
践
力
の
育
成

　

３�

国
家
資
格
化
な
ど
資
格
の
認
知
度
を

高
め
、
専
門
的
職
域
拡
充
を
支
援

Ⅳ　

学
会
の
国
際
活
動
の
活
性
化

　

１�

海
外
（
特
に
ア
ジ
ア
）
の
健
康
心
理

学
会
と
の
交
流
促
進

　

２�

若
手
研
究
者
の
国
際
研
究
集
会
へ
の

派
遣
支
援

新
し
い
風
を
学
会
に

　
│
│
理
事
長（
代
表
理
事
）就
任
に
あ
た
っ
て

田
中
宏
二

岡
山
大
学
名
誉
教
授･

相
談
役

アングル


